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 １月１０日の山陽新聞に嬉しいニュースが掲載されました。 

本市の青少年育成指導員の藤澤福夫さんが会長を務めてい

る浅口市寄島町アッケシソウを守る会が「山陽新聞奨励賞」を

受賞されました。受賞内容について「育成あさくち」に掲載す

ることを藤澤さんにお話しすると「アッケシソウをたくさんの人

に知っていただけるので、ぜひ載せてください」ということでした

ので、記事の内容を紹介します。 

記事によると、寄島町は本州で唯一の自生地とされており、現在まで地域ぐるみでその

保存に努めてきたということです。その結果、自生の面積は７倍近くに拡大し、毎年１０

月に開催される「アッケシソウ祭り」には、大阪や東京など全国各方面から多くの見学者

が来場されているそうです。また、寄島町のアッケ

シソウ保護活動には、守る会の会員以外にも、地元

の企業や高校生がボランティアとして参加してい

ます。さらに守る会は、地元の小学校で行われる地

域の事を良く知るための特別活動において、アッケ

シソウについての出前授業を行うなど、青少年育成

活動にも尽力されています。 

 

育成 あさくち 
令和７年１月 17 日 №64 

浅口市青少年育成センター 

新年号 

今年は巳年で、蛇というとしばしば嫌われ者扱いをされがちですが、一方

で、脱皮を繰り返して成長することや、その生命力の強さから、「再生」「復

活」「長寿」を象徴し、縁起がいい生き物とされることもあります。 

36 年前の巳年は昭和が終わって平成が始まった年で、バブル経済の絶頂

期でした。また、税率３％の消費税が導入されたのもこの年です。 

24 年前にはマリナーズのイチロー外野手が、大リーグ新人最多の２４２

安打を記録し、打率３割５分、５６盗塁で首位打者、新人王とＭＶＰのダブ

ル受賞をした年です。世界を震撼させた悲惨な出来事、アメリカ同時多発テ

ロが発生したのもこの年です 

12 年前はアベノミクスが始まった年ですが、世界的な大事件はなく、比

較的平穏な年だったようです。 

さて、今年 2025年の巳年は「鬼が出るか蛇（じゃ）が出るか」、いったい

どんな試練や喜びが私たちを待ち受けているのでしょうか。 

なかなか予想するのは難しいと思いますが、まずは健康に留意しながら、

日々を豊かに楽しく生きていきたいものです。 

 

 

 来場者に説明する藤澤さん 

高校生と共同での保護活動 



 昨年末の１２月２４日（火）、学校の終業式に合わせて「年

末特別補導」を行いました。インフルエンザの流行時期でも

あり、急遽欠席される方もいましたが、育成指導員、保護者、

育成センター職員計１１名により、イオンモール倉敷館内

で補導活動を実施しました。 

最初に、前ページでご案内した藤澤福夫さんが挨拶され、

３班に分かれて、館内を巡回し、ゲームセンターやフードコ

ートを訪れている児童、生徒らを対象に声をかけて回りました。２班ではゲームセンター

に友達と遊びに来ていた、倉敷市内小学校の男子児童に『遊びに夢中になってお金を取ら

れたり、事故に遭ったりしないように。お金の使い過ぎにも注意して！』などと声掛けを

行い、また、ゲームセンター入り口付近では、倉敷市内中学校の女子生徒に対しても同様

の声掛けを行いました。その他、１班と３班では、浅口市の高校、倉敷市の高校生にも同

様の声掛けを行うなどして、活動を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

上記の表は本年度１２月までの通常巡回と定例補導や特別補導など、すべての活動をまと

めたものです。昨年度の同じ時期に、注意は１５９件で声掛けは４８５件でしたので、注

意が約８割増で、声掛けは約６割増となっています。これは巡回の時間帯を児童生徒が登

下校する時間に合わせることや、人通りが多い場所で定点指導を行ったからで、地域の実

情が大きく変化したということではないと分析しています。また、注意の内容は「歩きス

マホ」「自転車の並進」がほとんどで、悪質なものはありませんでした。育成指導員の方

にはお忙しい中、大変お世話になりました。ありがとうございます。 

フードコートで高校生に

声掛けをする様子 

ゲームセンターを巡回

する１班の方々 

行為名

性　別 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

喫煙

不良交友 4 4 4

男女不健全交際 2 1 1 1 1

怠学

校則違反 2 1 1 1 1

交通指導 6 4 2 2 1 2 1

その他

指導小計 14 10 4 2 1 7 3 1

注意 289 148 141 9 3 67 44 72 94

声かけ 785 383 402 205 185 121 134 57 83

その他の学生 有職者 無職者高校生

浅
口

補導総数 小学生 中学生


